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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁と共に室内空間を形成する基礎面の上方へ予め設定した高さで支持される根太材と、
　前記根太材の上に配置する床パネルと、
　前記床パネルの前記基礎面からの高さを設定する床板高さ調節機構と、
　前記根太材及び前記床板高さ調節機構のうち根太材と前記床パネルとが対向する部分に
介在し、且つ前記根太材と前記床パネルとの相対変位により発生する摩擦抵抗を、前記根
太材と前記床パネルとが直に接触した状態での前記相対変位により発生する摩擦抵抗より
も低減する摩擦抵抗低減部と、を備え、
　前記床板高さ調節機構は、平面視でグリッド状に配置され、
　前記根太材は、前記床板高さ調節機構よりも前記壁に近い位置に配置され、
　前記摩擦抵抗低減部は、前記根太材に取り付けたテープで形成され、
　前記根太材の前記床パネルと対向する上面の幅は、前記テープの幅よりも大きく、
　前記上面に前記テープを取り付ける位置は、前記上面の短手方向中心と前記テープの幅
方向中心が一致する位置であることを特徴とする二重床。
【請求項２】
　前記テープは、前記根太材及び前記床パネルよりも摩擦係数が低い帯状の部材であるこ
とを特徴とする請求項１に記載した二重床。
【請求項３】
　前記根太材と前記床パネルとが対向する部分の面積に対して前記摩擦抵抗低減部が占め
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る割合は、３５％以上であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載した二重床
。
【請求項４】
　壁と共に室内空間を形成する基礎面の上方へ予め設定した高さで支持される根太材を、
前記根太材の上に配置する床パネルの前記基礎面からの高さを設定し、且つ平面視でグリ
ッド状に配置された床板高さ調節機構よりも前記壁に近い位置に配置する根太材配置工程
と、
　前記根太材を前記基礎面の上方へ予め設定した高さで支持する根太材支持工程と、
　前記根太材の上に前記床パネルを配置する床パネル配置工程と、
　前記根太材及び前記床板高さ調節機構のうち根太材と前記床パネルとが対向する部分に
介在し、且つ前記根太材と前記床パネルとの相対変位により発生する摩擦抵抗を根太材と
床パネルとが直に接触した状態での前記相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減する
テープで形成されている摩擦抵抗低減部を、前記床パネルと対向する上面の幅が前記テー
プの幅よりも大きい前記根太材に取り付けて形成する摩擦抵抗低減部形成工程と、を備え
、
　前記摩擦抵抗低減部形成工程では、前記上面に前記テープを取り付ける位置を、前記上
面の短手方向中心と前記テープの幅方向中心が一致する位置として前記摩擦抵抗低減部を
形成することを特徴とする二重床の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二重床と、二重床の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築物の基礎床に配置される根太材と、根太材に支持される床パネルとを備える二重床
として、例えば、特許文献１に開示されている二重床がある。
　特許文献１に開示されている二重床は、基礎床の上に間隔をおいて互いに平行に配置さ
れた複数本の根太材と、複数本の根太材に支持される複数の床パネルとを備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４４０４４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されている技術を含め、従来の二重床では、人員が歩
行したとき等に、騒音（床鳴り）が発生し易いという問題点がある。
　床鳴りは、人員が歩行したときに必ず発生するものでは無いため、床鳴りの原因は不明
であった。
　しかし、本発明の発明者等は、実験・検証等により、人員の歩行等によって床パネルへ
荷重が加わると、根太材と床パネルとの擦れが発生することで、床鳴りが発生することを
発見した。
　本発明の課題は、床鳴りを抑制することが可能な、二重床と、二重床の施工方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様は、根太材と、床パネルと、摩擦抵抗低減
部と、を備えることを特徴とする二重床である。根太材は、基礎面の上方へ予め設定した
高さで支持される。床パネルは、根太材の上に配置する。摩擦抵抗低減部は、根太材と床
パネルとが対向する部分に介在し、且つ根太材と床パネルとの相対変位により発生する摩
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擦抵抗を、根太材と床パネルとが直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗
よりも低減する。
【０００６】
　また、上記課題を解決するために、本発明の一態様は、根太材支持工程と、床パネル配
置工程と、摩擦抵抗低減部形成工程と、を備えることを特徴とする二重床の施工方法であ
る。根太材支持工程は、根太材を基礎面の上方へ予め設定した高さで支持する工程である
。床パネル配置工程は、根太材の上に床パネルを配置する工程である。摩擦抵抗低減部形
成工程は、摩擦抵抗低減部を、根太材及び床パネルのうち少なくとも一方に形成する工程
である。摩擦抵抗低減部は、根太材と床パネルとが対向する部分に介在し、且つ根太材と
床パネルとの相対変位により発生する摩擦抵抗を根太材と床パネルとが直に接触した状態
での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一態様によれば、床パネルへ荷重が加わった場合であっても、摩擦抵抗低減部
によって、根太材と床パネルとの相対変位により発生する摩擦抵抗が、根太材と床パネル
とが直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減される。
　これにより、床パネルへ荷重が加わった場合における根太材と床パネルとの擦れを防止
して、床鳴りを抑制することが可能な、二重床と、二重床の施工方法を提供することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第一実施形態の二重床を表す断面図である。
【図２】根太材及び支持脚の斜視図である。
【図３】本発明の第一実施形態の変形例を表す図である。
【図４】本発明の第一実施形態の変形例を表す図である。
【図５】本発明の第一実施形態の変形例を表す図である。
【図６】本発明の第一実施形態の変形例を表す図である。
【図７】本発明の第一実施形態の変形例を表す図である。
【図８】本発明の第二実施形態の二重床が備える根太材及び支持脚の斜視図である。
【図９】本発明の第二実施形態の変形例を表す図である。
【図１０】本発明の第二実施形態の変形例を表す図である。
【図１１】本発明の第二実施形態の変形例を表す図である。
【図１２】本発明の第三実施形態の二重床が備える根太材の斜視図である。
【図１３】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【図１４】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【図１５】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【図１６】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【図１７】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【図１８】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【図１９】本発明の第三実施形態の変形例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図面を参照して、本発明の実施形態を以下に説明する。以下の説明で参照する図面の記
載において、同一または類似の部分には、同一または類似の符号を付している。ただし、
図面は模式的なものであり、厚さと平面寸法との関係や、各層の厚さの比率等は、現実の
ものとは異なることに留意すべきである。したがって、具体的な厚さや寸法は、以下の説
明を参酌して判断すべきものである。また、図面相互間においても、互いの寸法の関係や
比率が異なる部分が含まれていることは勿論である。
【００１０】
　さらに、以下に示す実施形態は、本発明の技術的思想を具体化するための二重床を例示
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するものであって、本発明の技術的思想は、構成部品の材質や、それらの形状、構造、配
置等を下記のものに特定するものでない。本発明の技術的思想は、特許請求の範囲に記載
された請求項が規定する技術的範囲内において、種々の変更を加えることが可能である。
また、以下の説明における「左右」や「上下」の方向は、単に説明の便宜上の定義であっ
て、本発明の技術的思想を限定するものではない。よって、例えば、紙面を９０度回転す
れば「左右」と「上下」とは交換して読まれ、紙面を１８０度回転すれば「左」が「右」
になり、「右」が「左」になることは勿論である。
【００１１】
（第一実施形態）
　以下、本発明の第一実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
（二重床）
　図１及び図２を用いて、二重床１の構成について説明する。
　図１中に表すように、二重床１は、基礎面Ｂの上に配置することで、床面と基礎面Ｂと
の間に空間（床下空間ＵＳ）を形成する。なお、基礎面Ｂは、建築物の躯体の一部であり
、壁Ｗや天井（図示せず）と共に、室内空間ＲＳを形成する。
　また、二重床１は、根太材１０と、支持脚２０と、床板高さ調節機構３０と、床パネル
ＦＰを備えている。
　根太材１０は、例えば、角柱形状の木材を用いて形成されており、床板高さ調節機構３
０よりも壁Ｗに近い位置へ配置されるとともに、基礎面Ｂの上方へ、予め設定した高さで
支持されている。なお、根太材１０を基礎面Ｂの上方で支持する高さは、支持脚２０によ
り設定する。
【００１２】
　また、図２中に表すように、根太材１０には、帯状の部材であるテープ４０ａが取り付
けられている。
　テープ４０ａとしては、根太材１０及び床パネルＦＰを形成する木材よりも摩擦係数が
低い素材、例えば、養生テープ（日立マクセル（株）製、商品名：「Ｎｏ．３４４０」）
を用いることが可能である。
　根太材１０のうち、テープ４０ａを取り付ける位置は、床パネルＦＰと対向する上面１
０ｕ（根太材１０の基礎面Ｂと対向する下面１０ｄと反対側の面）である。
　また、テープ４０ａの幅及び長さは、根太材１０と床パネルＦＰとが対向する部分の面
積（上面１０ｕの面積）に対してテープ４０ａが占める割合が、３５［％］以上となる値
に設定する。
【００１３】
　第一実施形態では、図２中に表すように、テープ４０ａの長さを、上面１０ｕの長手方
向の長さと等しい長さとする。
　また、第一実施形態では、テープ４０ａの幅Ｐ２を１０［ｍｍ］以上とする。
　なお、第一実施形態では、一例として、上面１０ｕの幅Ｐ１を２８［ｍｍ］とした場合
に、テープ４０ａの幅Ｐ２を１０［ｍｍ］とした場合について説明する。
　第一実施形態のように、上面１０ｕの幅Ｐ１＞テープ４０ａの幅Ｐ２である場合は、テ
ープ４０ａを取り付ける位置を、以下の三パターンから選択することが可能である。
【００１４】
　第一パターン：上面１０ｕのうち、床板高さ調節機構３０に近い側（図２中では、調節
機構側と記載する）の縁と、テープ４０ａの縁が一致するパターン。
　第二パターン：上面１０ｕの短手方向中心とテープ４０ａの幅方向中心が一致するパタ
ーン。
　第三パターン：上面１０ｕのうち、壁Ｗに近い側（図２中では、壁側と記載する）の縁
と、テープ４０ａの縁が一致するパターン。
　なお、根太材１０に取り付ける帯状の部材は、テープ４０ａに限定するものではなく、
例えば、シート、布、紙であってもよい。
　また、テープ４０ａの幅Ｐ２を上面１０ｕの幅Ｐ１と同じ値とし、テープ４０ａにより
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上面１０ｕの全面を覆うように、根太材１０の上面１０ｕにテープ４０ａを取り付けても
よい。
【００１５】
　支持脚２０は、基礎面Ｂと根太材１０との間に配置されている。
　また、支持脚２０は、根太材側台座２２と、根太材側ねじ軸２４を備えている。
　根太材側台座２２は、ゴム等の弾性材料を用いて形成されており、基礎面Ｂの上に設置
されている。また、根太材側台座２２には、上下方向に貫通する貫通孔が形成されている
。
　根太材側ねじ軸２４は、螺旋状のねじ溝が外径面に形成されているとともに、軸方向に
貫通する貫通孔が形成されている。根太材側ねじ軸２４の上端側は、根太材１０の下面１
０ｄへ回転可能に挿入されており、根太材側ねじ軸２４の下端側は、根太材側台座２２へ
回転可能に挿入されている。これにより、支持脚２０は、根太材側ねじ軸２４を回転させ
ることで、根太材１０と根太材側台座２２との距離を変化させて、根太材１０を基礎面Ｂ
の上方で支持する高さを設定することが可能な構成となっている。
　なお、根太材１０のうち、根太材側ねじ軸２４の上端側を挿入する部分には、根太材１
０の下面１０ｄと上面１０ｕを貫通する貫通孔（図示せず）が形成されている。
【００１６】
　床板高さ調節機構３０は、根太材１０よりも壁Ｗから遠い位置へ配置されている。なお
、特に図示しないが、床板高さ調節機構３０は、例えば、平面視で正方形のグリッド状と
なるように、等間隔に配置されている。
　また、床板高さ調節機構３０は、支持板３２と、中間側台座３４と、中間側ねじ軸３６
を備えている。
　支持板３２は、例えば、板状の木材を用いて形成されており、厚さ方向（板厚方向）を
上下に向けて配置されている。
　中間側台座３４は、根太材側台座２２と同様、ゴム等の弾性材料を用いて形成されてお
り、基礎面Ｂの上に設置されている。また、中間側台座３４には、上下方向に貫通する貫
通孔が形成されている。
【００１７】
　中間側ねじ軸３６は、根太材側ねじ軸２４と同様、螺旋状のねじ溝が外径面に形成され
ているとともに、軸方向に貫通する貫通孔が形成されている。中間側ねじ軸３６の上端側
は、支持板３２へ回転可能に挿入されており、中間側ねじ軸３６の下端側は、中間側台座
３４へ回転可能に挿入されている。これにより、支持脚２０は、中間側ねじ軸３６を回転
させることで、支持板３２と中間側台座３４との距離を変化させて、支持板３２の上に載
せる床パネルＦＰの、基礎面Ｂからの高さを設定することが可能な構成となっている。
【００１８】
　なお、支持板３２のうち、中間側ねじ軸３６の上端側を挿入する部分には、支持板３２
を厚さ方向に貫通する貫通孔（図示せず）が形成されている。
　床パネルＦＰは、パーティクルボード等を用いて形成されており、根太材１０及び支持
板３２の上に配置されている。
　床パネルＦＰを根太材１０及び支持板３２に固定する際には、例えば、接着剤、釘、ビ
ス、ステープル等を用いることが可能である。
　なお、説明のために図示を省略するが、床パネルＦＰの上には、カーペット等を配置す
る。
【００１９】
（二重床の施工方法）
　図１及び図２を参照して、二重床１の施工方法（以降の説明では、「二重床施工方法」
と記載する場合がある）について説明する。
　二重床施工方法は、根太材支持工程と、床パネル配置工程と、摩擦抵抗低減部形成工程
を備えている。
　根太材支持工程は、根太材１０を、基礎面Ｂの上方へ予め設定した高さで支持する工程
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である。
　具体的に、根太材支持工程では、予め設定した位置であり、基礎面Ｂのうち壁Ｗに近い
位置に、支持脚２０を取り付けた根太材１０を配置する（図１参照）。そして、根太材側
ねじ軸２４を回転させることで、根太材１０を基礎面Ｂの上方で支持する高さを設定する
。さらに、根太材１０に形成されている貫通孔へ接着剤を注入する。根太材１０に形成さ
れている貫通孔へ注入した接着剤は、根太材側ねじ軸２４に形成されている貫通孔の内部
と、根太材側台座２２に形成されている貫通孔の内部に充填されるとともに、基礎面Ｂに
接触する。したがって、根太材１０に形成されている貫通孔へ注入した接着剤が乾燥する
と、根太材１０、根太材側ねじ軸２４、根太材側台座２２は、基礎面Ｂに固定される。
【００２０】
　床パネル配置工程は、根太材支持工程の後工程であり、根太材１０の上に床パネルＦＰ
を配置する工程である。
　なお、床パネル配置工程を行う前に、床板高さ調節機構３０を、根太材１０よりも壁Ｗ
から遠い位置において、等間隔に配置する。このとき、中間側ねじ軸３６を回転させるこ
とで、支持板３２の上に載せる床パネルＦＰの、基礎面Ｂからの高さを設定する。
【００２１】
　具体的に、床パネル配置工程では、根太材１０及び支持板３２の上に床パネルＦＰを配
置する。さらに、中間側ねじ軸３６を回転させることで、支持板３２の上に載せた床パネ
ルＦＰの傾斜を調節して、複数枚の床パネルＦＰより、基礎面Ｂからの高さが均等な床面
を形成する（図１参照）。そして、支持板３２に形成されている貫通孔へ接着剤を注入す
る。支持板３２に形成されている貫通孔へ注入した接着剤は、中間側ねじ軸３６に形成さ
れている貫通孔の内部と、中間側台座３４に形成されている貫通孔の内部に充填されると
ともに、基礎面Ｂに接触する。したがって、支持板３２に形成されている貫通孔へ注入し
た接着剤が乾燥すると、支持板３２、中間側ねじ軸３６、中間側台座３４は、基礎面Ｂに
固定される。
【００２２】
　摩擦抵抗低減部形成工程は、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０及び床パネルＦＰのう
ち少なくとも一方に形成する工程である。なお、摩擦抵抗低減部４０の具体的な構成につ
いては、後述する。
　第一実施形態では、摩擦抵抗低減部形成工程を、根太材支持工程と床パネル配置工程と
の間に行う工程とした場合について説明する。
　具体的に、摩擦抵抗低減部形成工程では、根太材支持工程において根太材１０に形成さ
れている貫通孔へ接着剤を注入した後、根太材１０が有する六つの面のうち上面１０ｕと
なる面に、テープ４０ａを取り付ける。
【００２３】
（作用）
　次に、図１及び図２を参照して、二重床１における作用を説明する。
　上述したように、根太材１０の上面１０ｕにはテープ４０ａが取り付けられている。こ
れに加え、テープ４０ａは、根太材１０及び床パネルＦＰを形成する木材よりも摩擦係数
が低い素材で形成されている。
　したがって、テープ４０ａは、摩擦抵抗低減部４０を形成している。
　摩擦抵抗低減部４０は、根太材１０と床パネルＦＰとが対向する部分に介在し、且つ根
太材１０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗を、根太材１０と床パネル
ＦＰとが直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減する。
　このため、第一実施形態では、摩擦抵抗低減部４０によって、根太材１０と床パネルＦ
Ｐとの相対変位により発生する摩擦抵抗が、根太材１０と床パネルＦＰとが直に接触した
状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減される。
　なお、上述した第一実施形態は、本発明の一例であり、本発明は、上述した第一実施形
態に限定されることはなく、この実施形態以外の形態であっても、本発明に係る技術的思
想を逸脱しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
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【００２４】
（第一実施形態の効果）
　第一実施形態の二重床１であれば、以下に記載する効果を奏することが可能となる。
（１）基礎面Ｂの上方へ予め設定した高さで支持される根太材１０と、根太材１０の上に
配置する床パネルＦＰとが対向する部分に介在する摩擦抵抗低減部４０を備える。
　また、摩擦抵抗低減部４０は、根太材１０と床パネルＦＰとが対向する部分に介在し、
且つ根太材１０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗を、根太材１０と床
パネルＦＰとが直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減する。
　このため、根太材１０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗は、摩擦抵
抗低減部４０により、根太材１０と床パネルＦＰとが直に接触した状態での相対変位によ
り発生する摩擦抵抗よりも低減される。
　その結果、室内空間ＲＳにおける人員の歩行等によって床パネルＦＰへ荷重が加わった
場合であっても、根太材１０と床パネルＦＰとの擦れを防止して、床鳴りを抑制すること
が可能な、二重床１を提供することが可能となる。
【００２５】
（２）摩擦抵抗低減部４０が、根太材１０及び床パネルＦＰよりも摩擦係数が低く、且つ
根太材１０に取り付けた帯状の部材であるテープ４０ａを含む。
　その結果、テープ４０ａを根太材１０に取り付けることで、摩擦抵抗低減部４０を形成
することが可能となり、摩擦抵抗低減部４０を形成する作業を簡略化することが可能とな
る。
【００２６】
（３）根太材１０と床パネルＦＰとが対向する部分の面積に対して摩擦抵抗低減部４０が
占める割合が、３５［％］以上である。
　その結果、根太材１０と床パネルＦＰとが対向する部分の面積に対して摩擦抵抗低減部
４０が占める割合が、３５［％］未満である場合と比較して、根太材１０と床パネルＦＰ
との間で発生した摩擦抵抗を、効率的に低減することが可能となる。
　また、第一実施形態の二重床１の施工方法であれば、以下に記載する効果を奏すること
が可能となる。
【００２７】
（４）根太材支持工程と、床パネル配置工程と、摩擦抵抗低減部形成工程を備えている。
根太材支持工程は、根太材１０を、基礎面Ｂの上方へ予め設定した高さで支持する工程で
ある。床パネル配置工程は、根太材支持工程の後工程であり、根太材１０の上に床パネル
ＦＰを配置する工程である。摩擦抵抗低減部形成工程は、摩擦抵抗低減部４０を、根太材
１０及び床パネルＦＰのうち少なくとも一方に形成する工程である。
　また、摩擦抵抗低減部４０は、根太材１０と床パネルＦＰとが対向する部分に介在し、
且つ根太材１０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗を、根太材１０と床
パネルＦＰとが直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減する。
【００２８】
　このため、根太材１０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗は、摩擦抵
抗低減部４０により、根太材１０と床パネルＦＰとが直に接触した状態での相対変位によ
り発生する摩擦抵抗よりも低減される。
　その結果、室内空間ＲＳにおける人員の歩行等によって床パネルＦＰへ荷重が加わった
場合であっても、根太材１０と床パネルＦＰとの擦れを防止して、床鳴りを抑制すること
が可能な、二重床１の施工方法を提供することが可能となる。
【００２９】
（変形例）
（１）第一実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０に取り付けた帯状の部材で
あるテープ４０ａを含む構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限定するも
のではない。
　すなわち、例えば、図３中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、床パネルＦＰのうち
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根太材１０と対向する位置に取り付けた帯状の部材である、テープ４０ａを含む構成とし
てもよい。
【００３０】
（２）第一実施形態では、基礎面Ｂのうち壁Ｗに近い位置に、支持脚２０を取り付けた根
太材１０を配置した後に、摩擦抵抗低減部４０を根太材１０に形成した。すなわち、施工
時において、支持脚２０を取り付けた状態の根太材１０を施工現場に搬入した後、施工現
場にて、摩擦抵抗低減部４０を根太材１０に形成したが、これに限定するものではない。
　すなわち、例えば、図４中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を形成した根太材１０の
みを、施工現場に搬入してもよい。すなわち、摩擦抵抗低減部４０を形成した根太材１０
のみを製造・販売するシステムとしてもよい。
【００３１】
（３）第一実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０に取り付けた帯状の部材で
あるテープ４０ａを含む構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限定するも
のではない。
　すなわち、例えば、図５中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０に取り付
けた帯状の部材であるカバー４０ｂを含む構成としてもよい。なお、カバー４０ｂは、例
えば、プラスチック等の樹脂材料を用いて形成し、根太材１０及び床パネルＦＰよりも摩
擦係数が低い構成とする。また、カバー４０ｂは、例えば、断面形状がＬ字形状となるよ
うに形成し、根太材１０の上面１０ｕの少なくとも一部と、根太材１０のうち床板高さ調
節機構３０に近い面の少なくとも一部とを覆うように、根太材１０に取り付ける。
【００３２】
　カバー４０ｂの幅及び長さは、上面１０ｕの面積に対してカバー４０ｂが占める割合が
、３５［％］以上となる値に設定する。
　この場合、例えば、図６中に表すように、カバー４０ｂで摩擦抵抗低減部４０を形成し
た根太材１０のみを、施工現場に搬入してもよい。すなわち、カバー４０ｂで摩擦抵抗低
減部４０を形成した根太材１０のみを製造・販売するシステムとしてもよい。
【００３３】
　また、例えば、図７中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、床パネルＦＰのうち根太
材１０と対向する位置に取り付けた帯状の部材である、カバー４０ｂを含む構成としても
よい。
【００３４】
（４）第一実施形態では、摩擦抵抗低減部形成工程を、根太材支持工程と床パネル配置工
程との間に行う工程としたが、これに限定するものではない。
　すなわち、摩擦抵抗低減部形成工程を、根太材支持工程よりも前に行う工程、例えば、
根太材１０の出荷前に行う工程としてもよい。この場合、例えば、根太材１０が有する六
つの面のうち上面１０ｕとなる面にテープ４０ａを取り付けた後に、根太材支持工程を行
う。
【００３５】
（第二実施形態）
　以下、本発明の第二実施形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、上述した第
一実施形態と同様の構成については、同一の符号を付して説明する。
（二重床）
　図１及び図２を参照しつつ、図８を用いて、二重床１の構成について説明する。
　なお、第二実施形態の二重床１は、摩擦抵抗低減部４０の構成を除き、上述した第一実
施形態と同様の構成であるため、摩擦抵抗低減部４０以外の構成については、その説明を
省略する。
【００３６】
　第二実施形態の二重床１が備える摩擦抵抗低減部４０は、図８中に表すように、シーリ
ングガン５０を用いて根太材１０へ帯状に塗布した粘体４０ｃで形成されている。
　粘体４０ｃとしては、例えば、シーリング剤、接着剤、粘着剤等を用いることが可能で
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ある。
　根太材１０のうち、粘体４０ｃを塗布する位置は、床パネルＦＰと対向する上面１０ｕ
である。
　また、根太材１０のうち、粘体４０ｃを塗布して乾燥させた面（上面１０ｕ）の摩擦係
数は、根太材１０及び床パネルＦＰの摩擦係数よりも低い。
【００３７】
　粘体４０ｃとしては、乾燥した状態で、根太材１０及び床パネルＦＰを形成する木材よ
りも摩擦係数が低い素材、例えば、パラフィン（中京油脂（株）製、商品名：「セロゾー
ル　Ｍ－６６３」）を用いることが可能である。
　したがって、乾燥した状態の粘体４０ｃは、摩擦抵抗低減部４０を形成している。
　また、粘体４０ｃを塗布する部分の幅及び長さは、上面１０ｕの面積に対して粘体４０
ｃを塗布する部分が占める割合が、３５［％］以上となる値に設定する。
　また、第二実施形態では、粘体４０ｃを塗布する部分の幅Ｐ３を１０［ｍｍ］以上とす
る。
【００３８】
　第二実施形態のように、上面１０ｕの幅Ｐ１＞粘体４０ｃを塗布する部分の幅Ｐ３であ
る場合は、粘体４０ｃを塗布する位置を、以下の三パターンから選択することが可能であ
る。
　第一パターン：上面１０ｕのうち、床板高さ調節機構３０に近い側（図８中では、調節
機構側と記載する）の縁と、粘体４０ｃを塗布する部分の縁が一致するパターン。
　第二パターン：上面１０ｕの短手方向中心と粘体４０ｃを塗布する部分の幅方向中心が
一致するパターン。
　第三パターン：上面１０ｕのうち、壁Ｗに近い側（図８中では、壁側と記載する）の縁
と、粘体４０ｃを塗布する部分の縁が一致するパターン。
　また、粘体４０ｃを塗布する部分の幅Ｐ３を上面１０ｕの幅Ｐ１と同じ値とし、粘体４
０ｃを塗布する部分により上面１０ｕの全面を覆うように、根太材１０の上面１０ｕに粘
体４０ｃを塗布してもよい。
【００３９】
（二重床の施工方法）
　図１及び図８を参照して、二重床１の施工方法（以降の説明では、「二重床施工方法」
と記載する場合がある）について説明する。
　二重床施工方法は、根太材支持工程と、床パネル配置工程と、摩擦抵抗低減部形成工程
を備えている。
　なお、根太材支持工程及び床パネル配置工程は、上述した第一実施形態と同様であるた
め、摩擦抵抗低減部形成工程のみを説明する。
　摩擦抵抗低減部形成工程は、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０及び床パネルＦＰのう
ち少なくとも一方に形成する工程である。
　第二実施形態では、摩擦抵抗低減部形成工程を、根太材支持工程と床パネル配置工程と
の間に行う工程とした場合について説明する。
　具体的に、摩擦抵抗低減部形成工程では、根太材支持工程において、根太材１０に形成
されている貫通孔へ接着剤を注入した後、根太材１０が有する六つの面のうち上面１０ｕ
となる面に、粘体４０ｃを塗布して乾燥させる。
【００４０】
（作用）
　次に、図１及び図８を参照して、二重床１における作用を説明する。
　上述したように、根太材１０の上面１０ｕには、粘体４０ｃを塗布して乾燥させた層が
形成されている。これに加え、粘体４０ｃは、乾燥した状態で、根太材１０及び床パネル
ＦＰを形成する木材よりも摩擦係数が低い素材で形成されている。したがって、乾燥した
状態の粘体４０ｃは、摩擦抵抗低減部４０を形成している。
　このため、第二実施形態では、摩擦抵抗低減部４０（粘体４０ｃ）によって、根太材１
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０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗が、根太材１０と床パネルＦＰと
が直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減される。
　なお、上述した第二実施形態は、本発明の一例であり、本発明は、上述した第二実施形
態に限定されることはなく、この実施形態以外の形態であっても、本発明に係る技術的思
想を逸脱しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
【００４１】
（第二実施形態の効果）
　第二実施形態の二重床１であれば、上述した第一実施形態の効果（１）及び（４）に加
え、さらに、以下に記載する効果を奏することが可能となる。
（１）摩擦抵抗低減部４０が、根太材１０へ帯状に塗布した粘体４０ｃで形成され、粘体
４０ｃを塗布して乾燥させた面の摩擦係数は、根太材１０及び床パネルＦＰの摩擦係数よ
りも低い。
　その結果、根太材１０に粘体４０ｃを塗布して乾燥させることで、摩擦抵抗低減部４０
を形成することが可能となり、摩擦抵抗低減部４０を形成する作業を簡略化することが可
能となる。
【００４２】
（変形例）
（１）第二実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０へ帯状に塗布した粘体４０
ｃで形成されている構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限定するもので
はない。
　すなわち、例えば、図９中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、床パネルＦＰのうち
根太材１０と対向する位置へ帯状に塗布した粘体４０ｃで形成されている構成としてもよ
い。
　この場合、図９中に表すように、粘体４０ｃは、刷毛５２で塗布してもよい。なお、根
太材１０へ粘体４０ｃを塗布する際にも、刷毛５２で粘体４０ｃを塗布してもよい。
【００４３】
（２）第二実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０へ帯状に塗布した粘体４０
ｃで形成されている構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限定するもので
はない。
　すなわち、例えば、図１０中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、床パネルＦＰのう
ち根太材１０と対向する位置へ帯状に塗布した液体４０ｄで形成されている構成としても
よい。
　この場合、図１０中に表すように、液体４０ｄは、噴霧器５４で塗布してもよい。なお
、根太材１０へ液体４０ｄを塗布する際にも、噴霧器５４で液体４０ｄを塗布してもよい
。
【００４４】
（３）第二実施形態では、基礎面Ｂのうち壁Ｗに近い位置に、支持脚２０を取り付けた根
太材１０を配置した後に、摩擦抵抗低減部４０を根太材１０に形成した。すなわち、施工
時において、支持脚２０を取り付けた状態の根太材１０を施工現場に搬入した後、施工現
場にて、摩擦抵抗低減部４０を根太材１０に形成したが、これに限定するものではない。
　すなわち、例えば、図１１中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を形成した根太材１０
のみを、施工現場に搬入してもよい。すなわち、摩擦抵抗低減部４０を形成した根太材１
０のみを製造・販売するシステムとしてもよい。
【００４５】
（第三実施形態）
　以下、本発明の第三実施形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、上述した第
一実施形態と同様の構成については、同一の符号を付して説明する。
（二重床）
　図１及び図２を参照しつつ、図１２を用いて、二重床１の構成について説明する。
　なお、第三実施形態の二重床１は、摩擦抵抗低減部４０の構成を除き、上述した第一実
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施形態と同様の構成であるため、摩擦抵抗低減部４０以外の構成については、その説明を
省略する。
　第三実施形態の二重床１が備える摩擦抵抗低減部４０は、図１２中に表すように、トレ
イ５６の中で根太材１０に薬液４０ｅを含浸させて形成されている。
【００４６】
　また、根太材１０のうち、薬液４０ｅを含浸させて乾燥させた面（根太材１０の外面）
の摩擦係数は、根太材１０及び床パネルＦＰの摩擦係数よりも低い。
　薬液４０ｅとしては、乾燥した状態で、根太材１０及び床パネルＦＰを形成する木材よ
りも摩擦係数が低い素材、例えば、パラフィン（中京油脂（株）製、商品名：「セロゾー
ル　Ｍ－６６３」）を用いることが可能である。
　したがって、根太材１０に含浸させて乾燥した状態の薬液４０ｅは、摩擦抵抗低減部４
０を形成している。
【００４７】
（二重床の施工方法）
　図１及び図１２を参照して、二重床１の施工方法（以降の説明では、「二重床施工方法
」と記載する場合がある）について説明する。
　二重床施工方法は、根太材支持工程と、床パネル配置工程と、摩擦抵抗低減部形成工程
を備えている。
　なお、根太材支持工程及び床パネル配置工程は、上述した第一実施形態と同様であるた
め、摩擦抵抗低減部形成工程のみを説明する。
　摩擦抵抗低減部形成工程は、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０及び床パネルＦＰのう
ち少なくとも一方に形成する工程である。
　第三実施形態では、摩擦抵抗低減部形成工程を、例えば、根太材１０の出荷前等、根太
材支持工程の前に行う工程とした場合について説明する。
　具体的に、摩擦抵抗低減部形成工程では、トレイ５６の中に薬液４０ｅを入れ、さらに
、薬液４０ｅの中に根太材１０を入れて含浸させた後、トレイ５６から根太材１０を取り
出し、薬液４０ｅを乾燥させる。
【００４８】
（作用）
　次に、図１及び図１２を参照して、二重床１における作用を説明する。
　上述したように、根太材１０の外面には、薬液４０ｅを含浸させて乾燥させた層が形成
されている。これに加え、薬液４０ｅは、乾燥した状態で、根太材１０及び床パネルＦＰ
を形成する木材よりも摩擦係数が低い素材で形成されている。したがって、根太材１０に
含浸させて乾燥した状態の薬液４０ｅは、摩擦抵抗低減部４０を形成している。
　このため、第三実施形態では、摩擦抵抗低減部４０（薬液４０ｅ）によって、根太材１
０と床パネルＦＰとの相対変位により発生する摩擦抵抗が、根太材１０と床パネルＦＰと
が直に接触した状態での相対変位により発生する摩擦抵抗よりも低減される。
　なお、上述した第三実施形態は、本発明の一例であり、本発明は、上述した第三実施形
態に限定されることはなく、この実施形態以外の形態であっても、本発明に係る技術的思
想を逸脱しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
【００４９】
（第三実施形態の効果）
　第三実施形態の二重床１であれば、上述した第一実施形態の効果（１）及び（４）に加
え、さらに、以下に記載する効果を奏することが可能となる。
（１）摩擦抵抗低減部４０が、根太材１０に薬液４０ｅを含浸させて形成され、薬液４０
ｅを含浸させて乾燥させた面の摩擦係数は、根太材１０及び床パネルＦＰの摩擦係数より
も低い。
　その結果、根太材１０に薬液４０ｅを含浸させて乾燥させることで、摩擦抵抗低減部４
０を形成することが可能となり、摩擦抵抗低減部４０を形成する作業を簡略化することが
可能となる。
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【００５０】
（変形例）
（１）第三実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０に薬液４０ｅを含浸させて
乾燥させることで形成されている構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限
定するものではない。
　すなわち、例えば、図１３中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、床パネルＦＰに薬
液４０ｅを含浸させて乾燥させることで形成されている構成としてもよい。具体的には、
トレイ５６の中に薬液４０ｅを入れ、さらに、薬液４０ｅの中に床パネルＦＰを入れて含
浸させた後、トレイ５６から床パネルＦＰを取り出し、薬液４０ｅを乾燥させることで、
床パネルＦＰに摩擦抵抗低減部４０を形成する。
　この場合、例えば、図１４中に表すように、床パネルＦＰの根太材１０と対向する位置
に、予め、凹部ＦＰａを形成しておき、薬液４０ｅを凹部ＦＰａへ注入して、床パネルＦ
Ｐに薬液４０ｅを含浸させてもよい。
【００５１】
（２）第三実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、トレイ５６の中で根太材１０に薬液４
０ｅを含浸させて形成されている構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限
定するものではない。
　すなわち、例えば、図１５中に表すように、根太材１０の上に床パネルＦＰを配置した
状態で、予め床パネルＦＰに形成した貫通孔ＦＰｂから、薬液４０ｅを根太材１０の上面
へ注入して、根太材１０に薬液４０ｅを含浸させてもよい。
【００５２】
（３）第三実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０に薬液４０ｅを含浸させて
乾燥させることで形成されている構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限
定するものではない。
　すなわち、例えば、図１６中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、単体の根太材１０
に対し、根太材１０の上面１０ｕへ塗布して乾燥させた薬液４０ｅで形成されている構成
としてもよい。また、例えば、図１７中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、支持脚２
０を取り付けた根太材１０に対し、根太材１０の上面１０ｕへ塗布して乾燥させた薬液４
０ｅで形成されている構成としてもよい。
　この場合、図１６及び図１７中に表すように、薬液４０ｅは、刷毛５２で塗布してもよ
い。
【００５３】
（４）第三実施形態では、摩擦抵抗低減部４０を、根太材１０に薬液４０ｅを含浸させて
乾燥させることで形成されている構成としたが、摩擦抵抗低減部４０の構成は、これに限
定するものではない。
　すなわち、例えば、図１８中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、単体の根太材１０
に対し、根太材１０の上面１０ｕへ塗布して乾燥させた薬液４０ｅで形成されている構成
としてもよい。また、例えば、図１９中に表すように、摩擦抵抗低減部４０を、支持脚２
０を取り付けた根太材１０に対し、根太材１０の上面１０ｕへ塗布して乾燥させた薬液４
０ｅで形成されている構成としてもよい。
　この場合、図１８及び図１９中に表すように、薬液４０ｅは、噴霧器５４で塗布しても
よい。
【符号の説明】
【００５４】
　１…二重床、１０…根太材、１０ｕ…根太材１０の上面、１０ｄ…根太材１０の下面、
２０…支持脚、２２…根太材側台座、２４…根太材側ねじ軸、３０…床板高さ調節機構、
３２…支持板、３４…中間側台座、３６…中間側ねじ軸、４０…摩擦抵抗低減部、４０ａ
…テープ、４０ｂ…カバー、４０ｃ…粘体、４０ｄ…液体、４０ｅ…薬液、５０…シーリ
ングガン、５２…刷毛、５４…噴霧器、５６…トレイ、Ｂ…基礎面、ＵＳ…床下空間、Ｗ
…壁、ＲＳ…室内空間、ＦＰ…床パネル、Ｐ１…上面１０ｕの幅、Ｐ２…テープ４０ａの
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幅、Ｐ３…粘体４０ｃを塗布する部分の幅、ＦＰａ…床パネルＦＰの凹部、ＦＰｂ…床パ
ネルＦＰの貫通孔
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